
リニアはトンネル残土でアウト！

◎2016年 6月、トンネル残土を置く予定だった、豊丘村小園の2つの沢につ

いて、JR東海は、使用を断念。集落の上流の沢に残土を置かれたら「金魚鉢

を頭の上に置いて寝るようなもの」と住民が反対したため。残土置場は土地

収用の対象でなくJR東海と地権者の自由契約だから、地権者がノーと言えば

アウト。

◎JR東海は、残土活用先の情報を長野県に求めた。長野県は活用先と最終処

分地の情報を自治体に照会。処分地として報告された「谷」や「洞」を長野

県は、わざわざ「窪地」と言い換えて公表(2014年 7月)。

◎国土交通省も長野県も知っている谷埋め盛り土の危険性(次ページ記事)。

◎リニアはトンネルが全線の86%。時の石原伸晃環境大臣は「掘削によって

発生する土砂は莫大で、最終処分や仮置き場も決まっていない。ここがポイ

ントだ」(『日経』2014年 6月 3日)と発言。

◎残土処分地が無ければ、リニアは出来ない。残土問題はリニア計画の無謀

さ、無計画、無責任の象徴。国交省の工事の認可は大間違い。

◎山梨笛吹市のリニア残土埋立地(160万㎥)は有効活用できず。

◎リニアのために残土処分地下流の住民が土砂災害の危険を将来にわたって

背負う義務があるだろうか？

◎現在、伊那谷で確定した残土の最終処分地はない。
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